
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
訓

令

甲

〇
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
管　

財　

課
）　

　

一

 
告

示

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
介
護
保
険
室
）　

　

一

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

四

〇
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
七
号
（
蔵
王
国
定
公
園
の
公
園
事
業
の
決
定
）

　

の
一
部
改
正 

（
観　

光　

課
）　

　

四

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更 

（
森
林
整
備
課
）　

　

五

〇
建
設
業
の
営
業
の
停
止 

（
事
業
管
理
課
）　

　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
四
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

五

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

七

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
終
了
の
認
可 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

七

 
企

業

局

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

　
　

七

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

　
　

八

選
挙
管
理
委
員
会

〇
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

　
　

八

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

　

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

　
　

九

 
訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
三
号

　

公
有
財
産
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

公
有
財
産
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

公
有
財
産
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
譲
与
の
項
中 

を 

に
、
同
表
減
額
譲
渡

の
項
中 

を 

に
、
同
表
売
払
い
の
項
中

 

を 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
程
別
表
第
三
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。）
以
後
に
処
分
す
る
公
有
財
産
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
処
分
し
た
公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
号 「

　
　

二

十

年

以

上

」

「
　
　

十　

年　

以　

上

」

「
　
　

十　

年　

以　

上

」

「
　
　

七　

年　

以　

上

」

「
　
　

十　

年　

以　

内

」

「
　
　

五　

年　

以　

内

」
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介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

通
所
介
護

二　

福
祉
用
具
貸
与

三　

特
定
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
通
所
介
護

二　

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

第1939号　平成20年３月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
二
六
二
〇

〇
四
七
五
一
〇
二
七
四
五

〇
四
七
五
二
〇
一
八
六
九

〇
四
七
一
五
〇
一
五
〇
二

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ば
ん

ざ
ん
仙
台
市
青
葉
区
落
合
一
丁
目
二

番
五
十
一
号

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
わ
ら
ぎ

仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
小
阪
南

五
十
二
番
地
の
二

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
こ

ト
ピ
ア
萩
野
町

仙
台
市
宮
城
野
区
萩
野
町
二
丁

目
八－

十
二

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
な
げ
し
の
丘

志
田
郡
松
山
町
千
石
三
百
五
十

四－

一

申　

請　

者　

名

株
式
会
社
敬
愛

有
限
会
社
サ
ン
開
発
や
わ
ら

ぎ株
式
会
社
サ
ン
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス有
限
会
社
ポ
プ
ラ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
十
五
日

平
成
二
十
年

一
月
十
五
日

平
成
二
十
年

一
月
十
五
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
八
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
二
四

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
分
台

六
十
二

申　

請　

者　

名

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
二
四

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
分
台

六
十
二

申　

請　

者　

名

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
三
二

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
仙
台
居
宅

介
護
支
援
事
業
所

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
分
台

六
十
二

申　

請　

者　

名

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
二
七
四
五

〇
四
七
五
二
〇
一
八
六
九

〇
四
七
一
五
〇
一
五
〇
二

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
わ
ら
ぎ

仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
字
小
阪
南

五
十
二
番
地
の
二

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
こ

ト
ピ
ア
萩
野
町

仙
台
市
宮
城
野
区
萩
野
町
二
丁

目
八－

十
二

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
な
げ
し
の
丘

志
田
郡
松
山
町
千
石
三
百
五
十

四－

一

申
請
者
の
名
称

有
限
会
社
サ
ン
開
発
や
わ
ら

ぎ株
式
会
社
サ
ン
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス有
限
会
社
ポ
プ
ラ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
十
五
日

平
成
二
十
年

一
月
十
五
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
八
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
二
四

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
分
台

六
十
二

申
請
者
の
名
称

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
五
日



三　

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

二　

通
所
介
護

三　

福
祉
用
具
貸
与

四　

特
定
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

（3）　 平成20年３月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1939号　　 

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

申
請
者
の
名
称

指
定
年
月
日

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
二
四

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
分
台

六
十
二

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

平
成
二
十
年

一
月
二
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
〇
六
五
五

〇
四
七
五
四
〇
一
一
七
〇

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

仙
台
駅
東
口
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目

四
番
十
九
号

八
本
松
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
サ
ロ
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号

申　

請　

者　

名

医
療
法
人
掬
水
会

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

申　

請　

者　

名

廃
止
年
月
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
〇
二
〇
〇
六
七
六

〇
四
七
〇
三
〇
〇
三
四
四

〇
四
七
五
一
〇
二
六
四
六

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー
石

巻石
巻
市
双
葉
町
三－

三
十
二－

二
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
一
Ｂ
号
室

ケ
ア
ク
ル
ー
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン塩
竈
市
後
楽
町
十
二
番
七
号

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
青
葉

仙
台
市
青
葉
区
小
田
原
四
丁
目

二
番
十
号

申　

請　

者　

名

株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
介
護

セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
ケ
ア
ク
ル
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン

ケ
ア

廃
止
年
月
日

平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一

日平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
〇
六
五
五

〇
四
七
五
一
〇
一
八
〇
四

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

仙
台
駅
東
口
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目

四
番
十
九
号

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
仙
台
居
宅

介
護
支
援
事
業
所

仙
台
市
青
葉
区
宮
町
一
丁
目
一

番
五
十
九
号
田
丸
ビ
ル

申　

請　

者　

名

医
療
法
人
掬
水
会

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
四
日

〇
四
七
五
一
〇
〇
三
二
七

〇
四
七
五
四
一
一
九
九
七

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
青
葉
区
宮
町
一
丁
目
一

番
五
十
九
号
田
丸
ビ
ル

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九－

十
八

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

平
成
二
十
年

一
月
二
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
〇
三
二
七

〇
四
七
五
四
一
一
九
九
七

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
青
葉
区
宮
町
一
丁
目
一

番
五
十
九
号
田
丸
ビ
ル

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九－

十
八

申　

請　

者　

名

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日



業
者
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
訪
問
介
護

二　

介
護
予
防
通
所
介
護

三　

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

四　

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
号

　

昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
七
号
（
蔵
王
国
定
公
園
の
公
園
事
業
の
決
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
関
係
書
類
は
、
宮
城
県
庁
（
経
済
商
工
観
光
部
観
光
課
）、
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
、
蔵
王
町
役

場
及
び
七
ヶ
宿
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第1939号　平成20年３月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
〇
二
〇
〇
六
七
六

〇
四
七
〇
三
〇
〇
三
四
四

〇
四
七
五
一
〇
二
六
四
六

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー
石

巻石
巻
市
双
葉
町
三－

三
十
二－
二
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
一
Ｂ
号
室

ケ
ア
ク
ル
ー
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン塩
竈
市
後
楽
町
十
二
番
七
号

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
青
葉

仙
台
市
青
葉
区
小
田
原
四
丁
目

二
番
十
号

申
請
者
の
名
称

株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
介
護

セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
ケ
ア
ク
ル
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン

ケ
ア

廃
止
年
月
日

平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一

日平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
〇
三
二
七

〇
四
七
五
四
一
一
九
九
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
青
葉
区
宮
町
一
丁
目
一

番
五
十
九
号
田
丸
ビ
ル

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九－

十
八

申
請
者
の
名
称

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
〇
六
五
五

〇
四
七
五
四
〇
一
一
七
〇

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

仙
台
駅
東
口
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目

四
番
十
九
号

八
本
松
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
サ
ロ
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号

申
請
者
の
名
称

医
療
法
人
掬
水
会

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
〇
三
二
七

〇
四
七
五
四
一
一
九
九
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
事
業

所仙
台
市
青
葉
区
宮
町
一
丁
目
一

番
五
十
九
号
田
丸
ビ
ル

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九－

十
八

申
請
者
の
名
称

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ

ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
邦
ビ
ル
株
式
会
社

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
二
十
四
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
一
〇
〇
〇
七
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

蔵
王
す
ず
し
ろ

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田

温
泉
字
七
日
原
一－

七

二
九

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

三
月
一
日

〇
四
一
五
五
〇
〇
五
五
二

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー　

ウ
イ
ン
グ
ル
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ポ
ー
ト

仙
台
市
泉
区
高
森
二
丁

目
一
番
地
の
四
十　

二

十
一
世
紀
プ
ラ
ザ
研
究

セ
ン
タ
ー
三
Ｆ

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

株
式
会
社
ウ
イ

ン
グ
ル
・
ヒ
ュ

ー
マ
ン
サ
ポ
ー

ト

平
成
二
十
年

三
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
岩
渕
山
一
四
、
一
五
の
一
か
ら
一
五
の
三
ま
で
、
一
六
、
一
七
、
二
四
、
二
五
の
一
か
ら

二
五
の
三
ま
で
、
二
七
の
一
か
ら
二
七
の
三
ま
で
、
二
九
の
一
か
ら
二
九
の
四
ま
で
、
三
〇
、
三
一
、
三
二
の
一
、

三
二
の
二
、
三
八
の
一
か
ら
三
八
の
四
ま
で
、
三
九
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
四
一
、
四
二
の
一
、

四
三
の
一
、
四
四
の
一
、
四
四
の
二

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

干
害
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
（
農
林
振
興
課
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
一
号

　
 
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命
じ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日

二　

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称

三　

処
分
の
内
容

　
　

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止
命
令

　

１　

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

　
　
　

建
設
業
に
係
る
営
業
の
全
部

　

２　

営
業
停
止
期
間

　
　
　

平
成
二
十
年
三
月
十
二
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
三
日
間

四　

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

同
社
の
業
務
に
関
し
産
業
廃
棄
物
を
不
法
に
焼
却
し
た
こ
と
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
違
反

す
る
も
の
と
し
て
、
同
社
及
び
代
表
取
締
役
が
、
石
巻
簡
易
裁
判
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
罰
金
十
万
円
の
略
式
命
令
を
受

け
、
そ
の
刑
が
確
定
し
た
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

四
百
五
十
七
号

三　

道
路
の
区
域

（5）　 平成20年３月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1939号　　 

秋
山
沢
線

後
烏
帽
子
岳
線

起
点－

宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
（
後
烏
帽
子
岳
）

終
点－

宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
及
び
宮
城
県
刈
田
郡
七
ヶ
宿
町

　
　
　

（
屏
風
岳
）

起
点－

宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
（
烏
帽
子
ス
キ
ー
場
）

終
点－

宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
（
後
烏
帽
子
岳
）

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

有
限
会
社
日
野
工
業

日
野　
�
夫

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

石
巻
市
前
谷
地
字
樋
口
百
五
十
一
番
地
の
一

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

般－

十
六

第
一
万
五
千
四
百
六
号

変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

上
山
白
石
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
登
米
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

河
南
登
米
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
衡
仙
台
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
登
米
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
仲
町
三
四
番
地
先
か

ら同
町
遠
刈
田
温
泉
仲
町
三
五
番
二
地
先
ま
で

前後

一
〇
・
五
〜

　
　
　
　

一
七
・
五

一
三
・
〇
〜

　
　
　
　

二
二
・
七

六
三
・
一

六
三
・
一

変　

更　

の　

区　

間

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
仲
町
三
四
番
地
先
か

ら同
町
遠
刈
田
温
泉
仲
町
三
五
番
二
地
先
ま
で 

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
・
五
〜

　
　
　
　

一
七
・
五

一
三
・
〇
〜

　
　
　
　

二
二
・
七

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

六
三
・
一

六
三
・
一

変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
山
一
〇
三
番
四
地
先
か
ら

同
市
豊
里
町
白
鳥
山
一
一
〇
番
二
地
先
ま
で

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

　

四
・
四
〜

　
　
　
　
　

八
・
〇

　

四
・
四
〜

　
　
　
　
　

八
・
〇

　

五
・
〇
〜

　
　
　
　

一
五
・
八

二
〇
五
・
〇

二
〇
五
・
〇

二
〇
二
・
五

変　

更　

の　

区　

間

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
岩
倉
五
三
番
二
九
地
先
か

ら同
郡
同
町
小
野
字
蛇
石
山
六
番
二
三
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

三
七
・
〇
〜

　
　
　
　

七
六
・
〇

二
七
・
〇
〜

　
　
　
　

五
三
・
五

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
一
三
・
〇

二
一
三
・
〇

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

河
南
登
米
線

供

用

開

始

の

区

間

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
山
一
〇
三
番
四
地
先
か
ら

同
市
豊
里
町
白
鳥
山
一
一
〇
番
二
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
年

　
　
　
　

三
月
七
日



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
七
号

　

大
和
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

吉
岡
南
第
二
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
八
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

大
和
町
大
和
イ
ン
タ
ー
周
辺
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
大
横
手
二
十
三
番
地
一

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
年
一
月
二
十
九
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
九
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
七
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
の
終
了
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

台
町
テ
ィ
ー
・
エ
ム
・
シ
ー
株
式
会
社　

大
崎
市
古
川
台
町
三
番
三
十
七
号

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　
　

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
一
丁
目
五
百
五
十
七
番
及
び
五
百
五
十
八
番
、
古
川
駅
前
大
通
二
丁
目
百
九
十
九
番
、
二

百
番
、
二
百
一
番
、
二
百
二
番
、
二
百
三
番
、
二
百
四
番
及
び
二
百
五
番
、
古
川
台
町
二
百
十
二
番
、
二
百
十
三
番
、

二
百
十
四
番
、
二
百
十
五
番
、
二
百
十
六
番
、
二
百
十
七
番
、
二
百
十
八
番
、
二
百
十
九
番
、
二
百
二
十
番
、
二
百

二
十
一
番
、
二
百
二
十
二
番
、
二
百
二
十
三
番
、
二
百
二
十
四
番
、
二
百
二
十
五
番
、
二
百
二
十
六
番
、
二
百
二
十

七
番
、
二
百
二
十
八
番
、
二
百
二
十
九
番
、
二
百
三
十
番
、
二
百
三
十
一
番
、
二
百
三
十
二
番
、
二
百
三
十
三
番
、

二
百
三
十
四
番
及
び
二
百
三
十
五
番
並
び
に
古
川
中
里
一
丁
目
三
百
七
十
九
番
、
三
百
八
十
番
、
三
百
八
十
一
番
、

三
百
八
十
二
番
、
三
百
八
十
三
番
、
三
百
八
十
四
番
、
三
百
八
十
五
番
、
三
百
八
十
六
番
、
三
百
八
十
七
番
、
三
百

八
十
八
番
、
三
百
八
十
九
番
、
三
百
九
十
番
、
三
百
九
十
一
番
、
三
百
九
十
二
番
及
び
三
百
九
十
三
番

四　

事
業
の
名
称

　
　

台
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

五　

施
行
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
六
年
三
月
十
六
日

六　

終
了
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日

 
企

業

局

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

佐　
　

藤　
　

幸　
　

男　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
単
価
契
約
）

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
業
局
公
営
事
業
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

カ
メ
イ
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
一
番
十

八
号

五　

落
札
金
額　

三
万
四
千
六
百
円
（
一
ト
ン
当
た
り
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日

（7）　 平成20年３月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1939号　　 



教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
五
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
年
三
月
十
四
日　

午
後
三
時

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

１　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　

２　

平
成
二
十
年
度
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

３　

宮
城
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

４　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

５　

宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

６　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

７　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

８　

学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

９　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て

　
　
　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て

10

　
　
　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

11

　
　
　

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

12

　
　
　

小
規
模
校
の
再
編
に
つ
い
て

13
四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

七
人

五　

傍
聴
手
続

１　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
七
号

　

平
成
二
十
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及

び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要

す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

槻　
　

田　
　

久　
　

純　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
一
五
一

二　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
四
十
万
を
超

え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
八
四
、
五
九
一

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

 

 
青

葉

選

挙

区 

七
四
、
七
〇
一 

 
岩

沼

選

挙

区 

一
一
、
七
九
一

 

 
宮

城

野

選

挙

区 

四
九
、
一
一
六 

 
登

米

選

挙

区 

二
四
、
三
一
〇

 

 
若

林

選

挙

区 

三
四
、
五
六
五 

 
栗

原

選

挙

区 

二
二
、
三
二
二

 

 
太

白

選

挙

区 

五
九
、
一
八
七 

 
東

松

島

選

挙

区 

一
一
、
六
七
九

 

 
泉

選

挙

区 

五
五
、
八
一
九 

 
大

崎

選

挙

区 

三
七
、
三
三
四

 

 
石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区 

四
八
、
六
二
〇 

 
柴

田

選

挙

区 

二
三
、
三
一
〇

 

 
塩

釜

選

挙

区 

一
六
、
二
七
七 

 
亘

理

選

挙

区 

一
四
、
五
八
三

 

 
気

仙

沼

選

挙

区 

一
八
、
一
一
四 

 
宮

城

選

挙

区 

一
三
、
〇
二
二

 

 
白
石
・
刈
田
選
挙
区 

一
四
、
九
八
六 

 
黒

川

選

挙

区 

二
一
、
七
九
六

 

 
名

取

選

挙

区 

一
八
、
二
五
〇 

 
加

美

選

挙

区 

九
、
五
七
五
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角
田
・
伊
具
選
挙
区 

一
三
、
六
七
四 

 
遠

田

選

挙

区 

一
二
、
三
八
八

 

 
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区 

二
二
、
三
〇
〇 

 
本

吉

選

挙

区 

八
、
一
三
七

〇
宮
選
管
告
示
第
十
八
号

　

平
成
二
十
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
四
十
万
を
超
え
る

数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
　

槻　
　

田　
　

久　
　

純　
　
　

　
　

三
八
四
、
五
九
一
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